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　1898 年から 1900 年にかけてシェーンベルクは数多くの歌曲を作曲した。後に
出版されて作品 1から 3となる曲には、『期待』（Erwartung）、『おまえの黄金の櫛
をおくれ 5』（Schenk mir deinen goldenen Kamm）、『高揚』（Erhebung）、『警告』（Warnung）
の 4つの詩がデーメルの『女と世界』から採られている。
　同詩集収録の『浄められた夜』をもとに、シェーンベルクは 1899 年 12 月 1日、
  3　 Arnold Schönberg: Programm-Anmerkungen zu Verklärte Nacht, in: ders.: Stil und Gedanke. 
Aufsätze zur Musik. (Arnold Schönberg. Gesammelte Schriften. 1.), hrg. von Ivan Vojtech, Frankfurt 
am Main 1976, S. 453.
  4　Arnold Schönberg (1958): Briefe. Hrg. Von Erwin Stein, Mainz, S. 30.








Zwei Menschen gehn durch kahlen, kalten Hain; 冬枯れの森を歩く二人がいる
Der Mond läuft mit, sie schaun hinein. 月がついてきて、二人は顔を見合わせる
Der Mond läuft über hohe Eichen; 月は、高い樫の木の上にあり
kein Wölkchen trübt das Himmelslicht, 月夜をさえぎる雲一つない
in das die schwarzen Zacken reichen. 夜空に木々の黒い影が突き出ている
Die Stimme eines Weibes spricht: 女の声がする
Ich trag ein Kind, und nicht von Dir, お腹の子はあなたの子ではないの
ich geh in Sünde neben Dir. あなたにも迷惑をかけようとしている
Ich hab mich schwer an mir vergangen. 取り返しのつかない過ちを犯してしまった
Ich glaubte nicht mehr an ein Glück 私には運がないとあきらめていた
und hatte doch ein schwer Verlangen それでも生きがいを見つけ
nach Lebensinhalt, nach Mutterglück 母親の喜びや務めを味わってみたかった
und Pflicht; da hab ich mich erfrecht, 身のほど知らずにも
da ließ ich schaudernd mein Geschlecht 知らない男に自分の身をまかせた
von einem fremden Mann umfangen, 今思うとぞっとする
und hab mich noch dafür gesegnet. そして私は身ごもった
Nun hat das Leben sich gerächt: こうして人生の報いを受け
nun bin ich Dir, o Dir, begegnet. そこであなたに、あなたに出会った
Sie geht mit ungelenkem Schritt. 女の足取りは重い
  6　Schönberg (1976), S. 453.
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新　田
Sie schaut empor; der Mond läuft mit. 見上げると、月がついてくる
Ihr dunkler Blick ertrinkt in Licht. 女の暗いまなざしは、月明かりに呑まれる
Die Stimme eines Mannes spricht: 男の声がする
Das Kind, das Du empfangen hast, できた子どもを
sei Deiner Seele keine Last, 心の重荷にするな
o sieh, wie klar das Weltall schimmert! ほら、夜空がこんなに輝いている
Es ist ein Glanz um alles her; 何もかも包み込む輝きだ
Du treibst mit mir auf kaltem Meer, 冷たい海を僕とさまよっているが
doch eine eigne Wärme flimmert 君の温もりを僕は感じ
von Dir in mich, von mir in Dich. 君も僕の温もりを感じている
Die wird das fremde Kind verklären, その気持ちがお腹の子を浄めてくれる
Du wirst es mir, von mir gebären; どうか僕の子として産んでほしい
Du hast den Glanz in mich gebracht, 君は僕の心を照らしてくれた
Du hast mich selbst zum Kind gemacht. 君しか考えられなくなった
Er faßt sie um die starken Hüften. 男は身重の腰に手を回す
Ihr Atem küßt sich in den Lüften. 二人の息が空中でキスを交わす
























Kannst du nicht allen gefallen durch deine Tat und dein Kunstwerk,
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Erst wenn der Geist von jedem Zweck genesen 何のためと考えることをやめ
und nichts mehr wissen will als seine Triebe, もはや己の欲求以外いらないとなれば
dann offenbart sich ihm das weise Wesen 正しかったことが分かる
verliebter Thorheit und der großen Liebe. 愚かにも恋に落ち、大恋愛になったことが
Euch und Mir in Dankbarkeit 読者諸氏と自分に感謝を込めて
　この作品が後に再婚するイーダ・アウエルバッハとの出会いから生まれたとい
うのは、先行研究が一致するところである。











12　Dehmel (1923), S. 237および S.252.
13　 愛蔵版と上装版には、扉にカラーの挿絵がある。ハンブルク州立・大学図書館リヒャルト・
デーメル文庫（Richard Dehmel Archiv in der Staats-und Universitätsbibliothek Carl von Ossietzky）
で筆者が 2013 年に確認した。
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日付は現在のところ特定できないが、 1895 年 11 月 30 日から 12月 1日の間に書か
れたと考えてほぼ間違いない。
　1895 年 11 月 29 日、金曜の夜、デーメルはイーダと会い、ベルリンの街を歩い
てデートをしていた。ベルリンの南西 30kmに位置するポツダムの当日の気温は、
最高気温－ 2度、最低気温－ 7.7 度だったから、ベルリンも一日氷点下だったと推
18　Dehmel (1923), S. 207.
19　以降の記述は Bab (1926), S. 176ff. 参照。
20　“Lebensblätter”. 1925 年に刊行したデーメルの詩と散文集。
21　Dehmel (1923), S. 216.
－ 51 －
リヒャルト・デーメルの『浄められた夜』









　12 月 1日、デーメルは「新たなバラードの形式を見つけた 25」とイーダに書き送っ
ている。「ふたりの人間」を主人公にしたバラードの構想であった。『浄められた夜』
は、冬の夜にふたりの人間の歩くところから始まっている。デーメルは、このモチー







22　 Wetterzentraleで検索した。http://www.wetterzentrale.de/topkarten/fskldwd.html（2013 年 10 月
18 日）
23　 月齢の計算は、「こよみのページ」で行った。満月は 3日後。
　   http://koyomi.vis.ne.jp/mainindex.htm（2013 年 10 月 18 日）
24　Dehmel (1923), S. 224-5.
25　Dehmel (1923), S. 225.



























27　 Börries Freiherr von Münchhausen: , Richard Dehmel’, in: Die Kritik 4 (1897), Nr. 132, S. 708-713 
(10.4.1897).
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und öffnete das Kleid von weißem Plüsche  白いプラッシュの服の前をはだけ
und zeigte mir mit ihren Fingerspitzen,  その指先で私に見せたのは
die zart das blanke Licht des Sternes küßte,  星がやさしく輝きの口づけをするなか




















た。しかし、1894 年 5 月 28 日、ミュンヘン第一地方裁判所第二刑事部は、デー
メルに無罪を言い渡した。
　ミュンヒハウゼンの記事と告発は、『批評』誌上で論争を引き起こした。詩人の













　判決は 8月 30 日に言い渡された。『聖霊とともに』は「婚姻の破綻を賛美して
いるとは認められない 33」として無罪になった。しかし、『慰めのヴィーナス』につ
いては、わいせつで神を冒とくする内容を認定して、119 ページから 121 ページ
までの廃棄が命じられた。時効によりデーメル個人に対する刑罰はなかった 34。
　判決に対するデーメルの憤慨は、翌日にイーダに宛てた手紙から読み取れる。「素
30　 Heinrich H. Houben: Verbotene Literatur. Von der klassischen Zeit bis zur Gegenwart, Bd. 1, Berlin 
1924, S. 111ff.　以降の記述も参照。
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Angriff auf Richard Dehmel. In: Text und Kontext 20 1997, S. 39-40.
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33　Houben, S. 115










告発者を批判する結果が、1897 年 11 月 7 日の『フランクフルト新聞』に掲載さ
れた 36。
　ミュンヒハウゼンはこれに対抗して作家にアンケートを取ったが、回答はわず
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36　Houben, S. 117ff.参照。以降の記述も同書を参照。
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40　 Die Berliner Moderne. 1885-1914, hrg. von Julius Schutte und Peter Sprengel, Stuttgart 1987, S. 
186.
41　 Wolfgang J. Mommsen: Die Herausforderung der bürgerlichen Kultur durch die künstlerische 
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リヒャルト・デーメルの『浄められた夜』
　ドイツ帝国の立憲主義は、国民の権利や自由を制限し、国による統制が保障さ
れたものだった。この状況は、大日本帝国憲法下の日本も同じである。ウィーン
では、分離派による新たな芸術運動に対し、国による弾圧はほとんどなかった。
ウィーンの芸術家は旧来の伝統に対抗したが、ベルリンの芸術家は国家の圧力の
もとで活動を続けなければならなかったのである。
